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・外装材の裏に通気層を設けた工法を採用していること □
□矩計図
□断面図
□

※１ 上記基準項目のうち申請者が作成した設計施工基準書により確認した場合はチェックしてください。 □設計施工基準書
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－

－

－
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□矩計図
□仕様書
□

□平面図
□

基準項目

－

基礎内周部の地盤の防蟻
措置

浴室等の防水措置

○

外壁通気工法 ○

基準項目 木
造

鉄
骨
造

鉄筋のかぶり厚さ及び
コンクリートの品質

□

－ － ○

－ －

土台

構造耐力上主要な部分の
鋼材

・セメントの種類がJIS R5210に規定するポルトランドセメント、JIS R5213に
規定するフライアッシュセメント又はJIS R5211に規定する高炉セメントが使
用されていること
・鉄筋のかぶり厚さが水セメント比ごとに定めた所定の寸法以上であること
・配筋施工誤差を考慮して設計かぶり厚さが設定されていること
・コンクリートの品質を確保するためのスランプ、単位水量及び空気量が定め
られていること
・コンクリートの打ち込み、打ち継ぎ部の処理方法及び養生方法について施工
計画が指定されていること
・コンクリートブロック造の臥梁にあっては、上記全ての基準を満たすこと

基礎の高さ
□矩計図
□仕様書

－○

□

□構造図
□

□仕様書
□

○

□平面図
□

□矩計図
□仕様書
□

□仕様書
□

□矩計図
□仕様書
□

□矩計図
□

□仕様書
□

木部の
防腐・防蟻措置

○

□

小屋裏換気

床下換気

－

－○

○

該当工法

（別紙－１）

申請者の名称

性能品質の概要
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該当工法
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私は、保険料割引団体認定の申請に当たり以下の基準について適合していることを確認しました。

床下防湿

【（イ）性能品質の劣化対策等級2以上を確認する場合】

○ － －

外壁に接する土台を木造とする場合は次の各号に適合すること
・耐久性の高い樹種を使用するかK3相当以上の防腐・防蟻処理を行うこと
（北海道、青森県はK2相当以上の防腐処理）
・土台に接する外壁の下端には水切りが設けられていること

－
□矩計図
□仕様書
□

・独立した小屋裏ごとに２ヵ所以上の換気孔があること
・原則、換気孔の有効面積の天井面積に対する割合は、1/300とすること

設計施工基準確認チェックシート

確認担当者の氏名
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確認欄 確認図書 ※１
Ｒ
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（あくまで概要ですので、内容の確認にあたっては、日本住宅性能表示基準の
評価方法基準3-1劣化対策等級（構造躯体等）に定められている劣化対策等級2
以上を確認してください。）

－

－

○

□－

・コンクリートブロックの圧縮強さが、16KN/m㎡以上であること
・目地モルタルの水セメント比が、55％以下であること □○

□・構造耐力上主要な部分の鋼材が所定の防錆性能を有する仕様であること

○

○

○

□

・床下の防湿措置は以下のいずれかであること
　ア　厚さ６㎝以上のコンクリートで覆ったもの
　イ　厚さ0.1㎜以上の防湿フィルムで覆ったもの

・浴室及び脱衣室の軸組等及び床組並びに浴室の天井は、防水上有効な仕上げ
が施されていること □

－

－

－

－

－

□設計施工基準書

確認図書 ※１

� �

※１ 上記基準項目のうち申請者が作成した設計施工基準書により確認した場合はチェックしてください。

【（ロ）性能品質の外壁通気工法を確認する場合】

・基礎の内周部の地盤は、次のいずれかの防蟻措置を講じていること
　ア　鉄筋コンクリート造のべた基礎による被覆
　イ　基礎と鉄筋により一体となって地盤上に一様に打設されたコンク
　　リートによる被覆
　ウ　有効な土壌処理

－

○

・外壁の軸組等のうち地面からの高さ１ｍ以内の部分に次のいずれかの措置を
講じていること
　ア　JAS耐久性区分D1の樹種による製材又は集成材等の使用
　イ　防腐・防蟻処理材（北海道・青森県は防腐材）の使用
　ウ　柱を直接外気に接する構造（真壁造）とし、軒の出90cm以上
　エ　柱に接続する外壁に通気層の設置
　オ　断面寸法12cm角以上の製材又は集成材等の使用

□

□

□

○ －

－

・次のいずれかに適合すること
　ア　外壁の床下部分に壁の長さ４ｍ以内ごとに有効面積300c㎡以上の
　　換気孔の設置
　イ　外壁の全周にわたって外壁の長さ１ｍ当たり有効面積75c㎡以上の
　　換気孔の設置

－

雨水の浸透対策

－

・外壁の屋外側部分に透水対策上有効な措置が講じられ、かつ、パラペット等
の上端部が防水性を有する笠木により保護されていること □－ － － ○

・地面から基礎の上端までの高さは、40㎝以上あること－

コンクリートブロック及
び目地モルタルの品質

－ － －


